
書式第 12号 (法第28条関係)

事 業 報 告 用

令和 5年度 事 業 報 告 書

特定非営利活動法人 WRO Japan
1 事業の成果

1 事業実施の成果

令和 5年度は、新しい活動の構築が進められた年であつた。WROJapan決勝大会は、東京都立産業貿易

センター浜松町館で開催され、11月 に国際大会が開催されるパナマのペレ駐日全権大使にもおいでいた

だき、盛況のうちに開催することができた。

WRO Japan決勝大会では、全 4競技のチームが一つの会場で熱戦を繰り広げた。ROBO MISSION競

技では全国 35の公認予選会から選抜された 140チーム、F【卿 斑HNNOⅥ T016競技では事前審査か

ら選ばれた 9チーム、ROBO g℃)RTS競技では、東西予選会から選抜された 12チーム、F【

…ENGINEⅢ3競技では、事前申し込みのあった 8チームが参加し、熱戦の末、14チームが WR0 2024

パナマ国際大会に出場する権利を得た。

本年度は、引き続き一般社団法人東京倶楽部の文化活動助成の交付金をいただき、WR0 2024 Japan決

勝大会で国際大会出場チームとして選ばれた 14チームを対象とした 2泊 3日 の「チーム強化合宿」を

開催した。合宿の特徴として、過去のWDO国際大会参加経験者 WR0 0BOG 4名が中心となって合宿

の運営を進めた。合宿を通じて、技術力の強化のみならず、選手およびコーチが「日本代表」として結束

を固めたことで、国際大会参加へのモチベーションアップ、さらには国際大会での優秀な成績につなが

った。

パナマ・パナマシティで開催されたWR0 2024パ ナマ国際大会には、世界 73の国と地域から365チー

ムが集結し、日本チームは大健間の結果、ROBO MISSION競技 エレメンタリー部門で過去最高の 5位

や、F[アrШ  ttNOVAT03競技ジュニア部門で6位入賞のチームが、各国チーム間の投票の結果最多

得票のチームに授与される「TE劇〔AW」肛)」 もダブル受賞するなど、計 5チームが入賞という素晴ら

しい成績をおさめることができた。

これに先立ち、9月 には、デンマークで開催されたWRO nindshpln宙餞饉ondlburmme■ にも日本

から3チームが参加し、F[¨ IONNOWrORS競技では、見事 4位に入賞した。WRO F山)ndshゎ

In宙樋檄maliburllame■ は、より多くの子どもたちに国際大会に出場する機会を提供するというコンセ

プ トのもと開催されるもので、選手間の交流やレクリエーションにも力をいれている。WRO Japanで

は、前年の Japan決勝大会で、11月 の国際大会出場を惜しくも逃した次点のチームに参加権利があると

している。

第 16回 目の開催となった教育シンポジウムは、その利点を活かしたオンライン開催とし、結果、海外日

本人学校からの参加もあった。基調講演は、学校法人岩谷学口ひがし北海道 IT専門学校設立準備室主任

 をお迎えして講演をしていただいたほか、ロボットを活用したプログラミング教育に関

する8件の事例発表、そして新たな試みとして、「EV3およびスパイクヘの言語系プログラムについて」

と題して開催したワークショップでは 3件の発表があり、34名 がオンラインで聴講した。

普及啓発事業では、昨年度、新規の取り組みとしてプログラミング授業をおこなった東京都狛江市立狛

江第二小学校の特別支援学級がWRЮ Japan決勝大会にオンラインで参加するためのサポー トをおこな



つたほか、スポンサー企業であるダイハツエ業株式会社のご協力を得て、5年生の社会科授業を受け持た

せていただき、「自動車工業」について、講話+プログラミングを学んで自分たちで小さな車を動かす、と

いう授業をおこなうことができた。

2 事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用 【 14,813  】千円)

(2)その他の事業 (事業費の総費用 【   0  】千円)

事業名 事 業 内 容 実 施 日
実 施

場 所

従事者

の人数

受益対象者の範囲

及び人数

支出額

(千円)

教育推進 教育的ロポット競技コンテストの開催

(WRO Japan ROBO SPORIS大 会)

7月 17・ 18日

7月 23・ 24日

奈良

東京

20名 ロポット製作、競技に関心のあ

る子ども、指導者約 100名 729

教育的ロポット競技コンテストの開催

(WRO Japan決勝大会)

B月 28日 東京 2CЮ 名 ロボット製作、競技に関心のあ

る小中高生および軟員・指導者

的

“

Ю名

5,513

国際大会参加チームを対象としたチーム

強化合宿の開催

10月 7・9日 東京 10名 ロボット製作、競技に関心のあ

る子ども、および教員・指導者

約 50名

1,881

WRO国際大会参加 9月 21・24日

11月 7・9日

7 7'?-

2

5名 ロポット製作、競技に関心のあ

る子ども、指導者等約 120名 ■994

国内教育シンポジウムの開催 (オ ンライ

ン開催)

12月 10日 オンライ

ン

2名 ロポット教育に携わる小中高教

員、教育学研究者、および地域

活動従事者 約 30名 “

公立′
lヽ学校特別支援学級、及び普通級で

のプログラミング授業

5月・7月 、

10月

東京都 3名 特別支援学級児童 6名、6年生

児童約 1(Ю 名、及び教員、指

導者約 10名

263

普及啓発 公式サイ ト運営、新概要バンフレット配

布

随時 6名 不特定多数

383



書式第 13号 (法 第 28条関係)

令和5年度 活動計算書 (その他事業がない場合)

事 業 報 告 用

法人  WRO
:単位 :円

受取寄附金

正会員受取会費
贅助会員受取会費

170,0∞
0

170.

2.000.000
2.000.αЮ

19.252.567

10. 507

(1)人件■
給料手当
役員報酬
退●綸付費用
福利厚生費

(2)そ の●●■
会議費
旅費交通費
支払報凛・■全
広告宣伝■
印刷製本表
通信運搬■
保険料
会場設誉費
消耗品
賃借科
摯費
桑務委託費
口藤大会参加登録費
口凛メンパーシツプ■
支払手破科

229.591
6.027.574

190.∞0

0

95,220
523,028

0

240.9()0

2.970,010

●442.011
45,760
754,2∞

1.719,967

4(Ю ,691)

84.599

14.310.5:Ю

14

(1)人件■
■員報酬
綸科手当
退凛綸付費用
福利厚生費

消耗品費
印刷費
水道光熟費
通信運搬費
地代家費
贄借科
旅費交通費
保険科
減価償却費
法定福利■
●弔費
橿税公疎
寄付金
業務委託■
税理士顧岡料
雑費
支払手数料

(2)
23,914
6.(X)0

0

24.322
815,135

4.040
309,182
23.894
22.585

0

0

375.600
0

3.000.∞ 0

187.000
0

50.680

5.942.352

59421

曖 

“

A B

“

6

過年度■益修正●
利こ収入
あ苺差益 “2,744

0

2.

災書損失
過年度損益修正損

0

0

0

41.399
41
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書式第 15号 (法第 28条関係 )

令和5年度 貸借対照表

事 業 報 告 用

特定非営利活動法人 WRO Japan

5,130,401

8,250
0

0
5.138.65:

22.585
0

22,585
車両運搬具

2
1

2

3 の

ソフ トウェア

の

現金預金

未収金

棚卸資産
前払費用

敷金
長期貸付金 0

22.585

5.161.236【A】 資 産 合 計 ①+②

92,367
3,828

0

0

428.900

預 り金
前受金
前受会費
未払消費税

未払金

525,095

6,800,000
0

6.800.000
7.325.095

-2791953

628094
正

-2_163.359

【B】 負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 【B-1】 +【 8-2】 5.161.236
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長期借入金

退職給付引当金
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今 和 5年庁 件 宇非 営利 活動 :r係 ス 墓 童  財 整 諾 寿 の 洋 記

1.重要な会計方針
財務諾表の作成は、貯0法人会計基準 (2010年 7月 20日  2017年 12月 12日 最終改正 肥0法人会計基準協議会)によっています。

(1)固定資産の減価償却方法

有形固定資産は、法人税法の規定に基づいて定率法で償却 しています。

2.事業費の内訳

事業費の区分は以下の通りです。

3.未払金の増減内訳

未払金の増減は以下の通りです。

4.長期借入金の増減内訳

長期借入金の増減は以下の通 りです。

5.固 定資産の増減内訳

固定資産の増減は以下の通 りです。

特定非営利活動に係る事業

教育推進事業費 普及啓発事業費 事業費計科   目

国内大会 国際 (含 :合宿) シンポジウム

31,351

5,077,169

82,680

0

130,000

64,289

257,952

0

30,000

1,440

1,719,967

0

480,6∞

0

0

7.876.538

０

０

０

０

Ю

Ю

Ｏ

Ю

α

５１

　

α

0

19,880

114,760

0

20,000

2,240

92,826

359,70()

8(Ю

19,840

0

0

0

0

14,960

645,006

229,591

6,027.574

523,028

1,442,011

190,000

84,599

2,970,010

764,200

30,800

95,220

1,719,967

0

480,690

240,900

14,`X50

14,813,56o

(1)人件費

人 件 費 計

(2)その他経費

会議費

旅費交通費

通信運搬費

賃借料 (会場借料,機材僣料 )

支払報酬

支払手数料

消耗品費

業務委託料

雑費

印刷製本費

参加費支払い

保険料

‖ettershipFee(国 際登録費)

設営費

その他諸経費

そ の 他 経 費 計

198,240

930,525

325,588

1,442,011

20,000

17,520

2,619,232

374,500

0

73,940

0

0

0

240,900

0

6,242,456
645,006 14,813,550事 業 費 計 6,242,456 7,875,538 50,550

期末残高科 目 内訳 期首残高 当期未払 当期支払

3.035,773未払金 株式会社アフレル 3,035,773

合  計

当期借入 当期返済 期末残高科 目 内訳 期首残高

長期借入金 政策金融公庫 7,820,000 1,020,000 6,800,000

6,800,000合  計

科 目 内訳 期首取得価額 期中増減額 期末取得価額 減価償却累計額 期末帳簿価額

144,195 22.585器具備品 ノー トパソコン 166,780 166,780

22.585合   計

⑤



書式第 17号 (法第 28条関係)

令和5年度 財産目録

事 業 報 告 用

法人 WRO Ja an利活

合   計

360

5,087,232
260

42,549 5,130,401

現金
軋縁猥難貧要避_

=助
責産合計  ・・・①

未収金

未収会費
未収金
前払費用

0

8,250
0 8,250

5.138.651

22.585 22.585

【ハ

22585
(3)

2

そ の

(1) 形

パ コ ン

車両運搬具

什器備品

5.161.236【A】 資 産 合 計 ①+②

|―
・

:債

525.095

預り金

源泉徴収税
前受会費
前受金
未あ未払消費税 432,728

92 36792 367
未払金

借入金返

3,828

0
0

428,900

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
申国

2

6,800,000
6_800_000

【[

長期借入金
政策金融公庫借入金 6.800,000

【B-1】 負 債 合 計 ③+④ 7.325.095

【B-2】 正 味 財 産 合 計 【A】 ― 【B-1】 -2.163.859
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書式第 18号 (法第28条関係)

事 業 報 告 用

令和5年度年間役員名簿 (■事業年農において僕員であつたことがある全員の氏名及び住所ヌは,,■
びにこれらの者についての■事■年■における●日の■●

=●
●した名口)

特定非営利活動去人 WRO Jaoan

1 確認事項 (法第20条及び第21条を確認の上、チェックを入れてください。)

□以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係)

□各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係)

2 役員一覧

役 名
どちらかにO

(フ リガナ) 前事業年度内の

就任期間
報酬を受けた期間
(該当者のみに記入)

氏   名

1
監事

カナイノリカネ 令和 5年 1月 1日

令和 5年 12月 31日

年

年

月

月

日

日金井徳兼

2 ・監事
シマダトシカズ 令和 5年 1月 1日

令和 5年 12月 31日

年

年

月

月

日

日島田 敏一

3 ・ 監事
ヨシノカズョシ 令和 5年 1月 1日

令和 6年 12月 31日

年

年

月

月

日

日吉野和芳

4
理事

カトウミチコ 令和 5年 1月 1日

令和 5年 12月 31日

年

年

月

月

日

日加藤 道子

′  ヽ

、理事
ヽ _ノ



書式第4号 (法第 10条 。第28条関係)

設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

特定非営利活動法 WRO Ja an

氏   名

1
金井 億兼

2 島田 敏―

3 吉野 和芳

4 羽賀 孝夫

5 北野 順―  

6 横井 尚子

7 山口 俊治

8 小林 靖英

9 羽根田 智子

10 櫻澤 由里子




